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背景と目的 

 世界のほとんどの流域では必要最低限の観測地点における河川水位を常時

観測しており，我が国のように河川流量を常時観測し，流量観測データを利用

した治水・利水計画を立案できる国は一部の先進国に限定されている．ここ

に，観測データが不足する流域における河川流況の推定手法を開発する必要

性がある．国際水文科学協会 (IAHS) を代表して Sivapalan et al. (2003, HP) が
この問題を提起して以来，10 年間にわたる国際的な研究が精力的に進められ

た．しかし，水文モデルは構造やパラメータの不確実性が大きい上に，観測の

時空間的解像度に限界がある人工衛星データを水文モデルに入力して河川流

量を推定しようとする研究が多く，問題の本質的な解決には至っていない 
(Hrachowitz et al., 2013, HP)．申請者は，世界中で入手可能な月平均流量および

日降水量を使って治水・利水計画の立案に必要な流況曲線を推定する経験的

手法を開発してきた (Leong and Yokoo, 2017, HRL) ものの，これらの手法が成

立する物理的根拠が乏しかった． 
 そこで本研究は，研究対象流域のデータに Yokoo et al. (2017)の手法を用い

て降雨流出過程を逆推定することにより，気候条件によって流況曲線形状が

大きく異なる物理的根拠を解明することを目的として実施する． 
 
方法 

 本研究は，気候条件の違いによって流況曲線形状が大きく異なるハワイ諸

島やオーストラリアの流域を対象として，低流量部の流況推定を行い，その支

配的要因を特定する．その上で，降水量および河川流量の観測値に Yokoo et 
al. (2017)の手法を適用し，流域固有の降雨流雨出過程を逆推定する．さらに，

その結果に基づいて，流域固有の流況曲線形状が形成される要因を特定する． 
 
成果 

 ハワイ諸島やオーストラリアの流域データを解析した結果，流況曲線形状

の低流量部は気候条件の一つである降水頻度によって決定されている可能性

が高いことが分かった (Leong and Yokoo, 2019, HRL)． 
 Yokoo et al. (2017, HRL)の手法を用いて降雨流出過程を逆推定し，流況曲線

形状と降雨流出過程の関係を調べた結果，湿潤気候下では降水が流域深部ま

で浸透することによって雨水貯留量が増え，降雨に対する応答の遅い成分が

次々と形成されることが分かった．これは，河川流量が 1 年を通じて平均化さ

れる傾向を生み，時間的に平均化された流況曲線を形成する要因となってい

た．一方，乾燥気候下の流域では，降水の量と頻度が少ないため，降水は地表

付近に貯留された後はほとんど浸透せずにすぐ河川に流出するため，深部へ

の浸透量はほとんど発生しないことが分かった．これにより，河川流量は降雨

日付近のみに発生し，流況曲線も時間的に集中した形状になることが分かっ

た (Leong and Yokoo, 2019, HRL)． 
 以上の知見は，観測データに基づいて逆推定されたものであるため，従来型

の前提条件が多い従来手法に比べて格段に信頼性が高いものと期待される．
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このため，本研究の成果は今後の河川流量の予測精度の向上に貢献できると

言える． 
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組織 

 本研究は以下の体制で行った． 
 横尾善之（研究代表者） 
 Chris Leong (博士後期課程指導学生) 

 


